
診療計画説明書 成長ホルモン分泌機能検査（2泊3日）

退院基準

経過 入院当日 入院２日目（検査１日目） 入院３日目（検査２日目）

月日 ／ ／ ／

入院時に身長、体重を測定します 午前9時ごろから検査を開始します 午前9時ごろから検査を開始します

検査のため手に注射の管を入れます 検査が終了となれば注射の管を抜きます

（管は3日目の検査が終わってから抜きます）

＊医師の指示で鎮静をかけてMRIの検査を行う場合があります

＊鎮静下でMRIの検査を行う時は、管から鎮静薬を入れます 1回採血を行った後負荷テスト薬を筋肉または皮下注射します 1回採血した後、負荷テスト薬を手の注射の管から点滴します

その後、1時間経過してから30分間隔で5回採血を行います 採血した血
液で血糖測定を行います

その後30分間隔で４回採血をします

点滴の管から採血するために検査中は点滴を行います
管から採血できないときは針をさして採血をおこないます

点滴の管から採血するために検査中は点滴を行います
管から採血できないときには針をさして採血を行います

20時以降絶食です
検査が終了するまでは絶食です
ただし、水・お茶は飲んでもかまいません

検査が終了するまでは絶食です

ただし、水・お茶は飲んでもかまいません 検査が終わってから食事がとれます ただし、水・お茶は飲んでもかまいません

＊鎮静下でMRIの検査を行った場合は、指示された時間から検査
終了後看護師が確認するまでは絶飲食が必要です。

20時以降絶食になります　水・お茶は飲んでもかまいません 検査が終わってから食事がとれます

シャワーができます 検査が終わってからシャワーができます 検査後入浴・シャワーができます

（手の注射部分がぬれないようにラップで覆います） （手の注射部分がぬれないようにラップで覆います）

看護師から入院生活、検査についての説明があります 検査に使う薬のために気分が悪くなることがあります 検査に使う薬のために気分が悪くなることがあります

その際は、我慢せずに看護師に声をかけてください その際は、我慢せずに看護師に声をかけてください

検査終了後、医師の許可がでれば退院となります

看護師から退院についての説明があります

*病名は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得ます。 岐阜市民病院　小児科　令和２年８月改訂

*入院期間や治療内容は現時点で予想されるもので症状により変わります。 003

使用薬剤による合併症の症状がみられない　達成目標　：　児が検査を納得し受けることができる　副作用からくる症状を早期に訴えることができる
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制限はありません（プレイルーム可） 起床後：ベット上安静です   トイレは歩いて行くことができます
検査中:ベッドに横になっていてください（できるだけ安静にしてください）
            トイレは歩いて行くことができます
　　　　　（起床後から検査終了後まではプ　レイルーム不可）
検査後：制限はありません（プレイルーム可）


